
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

【賛助団体会員】 ・医療法人 桜木記念病院 ・東海印刷株式会社 ・松阪市健康体操連絡協議会 

・医療法人 イワサ小児科 ・ささおこどもクリニック ・東海シール株式会社 ・まんのう整形外科 

・うれしの 太田クリニック ・株式会社 ジェントリー ・ナガフジ産業有限会社（3 口） ・医療法人 南産婦人科 

・大久保クリニック ・上瀬クリニック ・はせがわこどもクリニック ・医療法人社団 鷲尾小児科 

・おおたクリニック ・医療法人 たるみ内科胃腸科 ・健康体操 ひまわり会 ・他一団体 

・岡田パッケージ株式会社 ・医療法人 地主矯正歯科クリニック ・株式会社 富士土地  

・医療法人 河合産婦人科 ・鎮守の森を夢見る会・その二 
・株式会社 フレンズ 
ミスタードーナツ・松燈庵  

１月１２日(火) 

松阪市市民活動センター 

オリエンテーション 

①保育サポーターの役割と心得 

②小児看護 

１月２９日(金) 

松阪公民館 

③保育の心 

④松阪市の子育て支援の現状 

⑤子どもの遊び 

１月３１日(日) 

松阪公民館 
⑥乳児の暮らしとケア 

⑦事業を円滑にすすめるために 

⑧子どもの栄養と食生活 

２月４日(木) 

松阪市産業振興センター 

⑨子どもの心の発達と障害について 

⑩子どもの事故と安全・幼児救急法 

２月１４日(日) 
松阪公民館 

⑪子どもの発育と病気 

⑫講座を振り返って 

 ●この会に賛同し、会を支えてくださる個人･団体の方を募集しています● 
 個人正会員・参加会員：年 8,400円 賛助団体会員：年 1口 10,000円 支援会員：年 1口 3,000円  

※入会金：300円 

 

１１月末会員数  正会員：３０名 参加会員：６名 支援会員：９０名 賛助団体会員：２５団体 

特定非営利活動法人 松阪子どもＮＰＯセンター 
〒515-００８４ 松阪市日野町７８８  カリヨンプラザ１Ｆ（開所日･時間 月～金１０：００～１７：００） 
TEL ０５９８－２０－８３４４ ＦＡＸ ０５９８－２０－８３４５ ホームページ  http://www.mknpo.jp/ ｅメール info@mknpo.jp 

 

【上記のお問い合わせ・お申し込み先】 
特定非営利活動法人 松阪子ども NPO センター TEL０５９８-２０-８３４４ ＦＡＸ０５９８－２０－８３４５ 

子どもたちがのびやかで豊かな「子ども時代」をすごすために 

Winter  NO.19２ 

201５年１２月２５日 
 
発行元：特定非営利活動法人 

松阪子どもＮＰＯセンター 

 

平成２７年度 第２回 

援助会員養成講座のご案内 
 

『平成２７年度第２回まつさかファミリーサポー
トセンター援助会員養成講座』を行います。 
まつさかファミリーサポートセンターでは子育て

家庭の「ちょっとお願い！」の声を地域で支援でき
るように、「子どもが主体」ととらえて、子育ち子育
て支援をしています。子育てに関する知識を深めて
頂ける講座内容となっていますので、ご自身の子育
てやお孫さんを預かるときにも役立てていただけま
す。「子育てを応援したい！」「子どもが好き！」と
いう方は、ぜひ受講していただき援助会員として登
録し、子育て家庭を支援しませんか？ 
 
 
対象   松阪市内及び近隣市町に在住する２０歳

以上の方 
募集人数 30 名(先着順) 
受講料  無料（但しテキスト代 2,２00 円が必

要となります） 
託児   無料 

1 月 29 日（金）以降の託児申込みは 1 
月 21 日（木）までにお申込みください。 
（飲み物・おやつをご持参ください） 

ゆきあそびツア― 

親子で雪の中で、おもいっきり遊びませんか？ 
日      時 201６年２月６日（土） 
行  き  先 奥伊吹スキー場（滋賀県）                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                              
参  加  費 小学生以上    9000 円 
      3 歳以上未就学児 4500 円 
      2 歳以下 300 円（保険代のみ） 
定員・対象 幼児小学生親子 35 名 

定員になり次第締切 
申  込  み 先着順に受付します  
申  込  先 （特）松阪子ども NPO センター    
（詳細はお申し込み後にお知らせいたします） 

10 月３日（土）午後 1 時半から三重県人権センターを会場に行われました。県内各地から 300 名を

超え、松阪からは 3４名の参加がありました。 

 講演会は村田和木さんを講師に迎え、～「家族」をつくる～というテーマでした。村田さんは都内の児

童養護施設で週に 1 度の生活ボランティアをされファミリーホームを立ち上げられた方です。 

子どもにとって家庭での体験は、将来自立したり家庭を持ったりする時に、そのモデルとなる大切なも

のです。そのためにも里親制度は重要な役割を担っています。 

パネルディスカッションでは、村田さんをコーディネーターに里親さん、里親家庭で育った実子さん、

乳児院の里親支援専門相談員の方の体験談を聞きました。里親家庭に来たばかりの子どもは、一点をじっ

と見ていたり、赤ちゃん返りをしたりしていましたが、「あなたが大切だよ」というメッセージを伝えてい

く事で、だんだんと柔らかな表情になっていったそうです。葛藤もありながら、家庭の中で育まれ共に育

ちあうことができたと結ばれた里親家庭で育った実子さんのお話が、心に残りました。 

 

 

 １０月１８日(日)岡寺山継松寺において開催された観音市にて、子どもフリーマーケットを行いました。子

どもフリーマーケットとは、子ども自身で売るものを選び、値段設定から値札付け、商品の並べ方などを工夫

し、計画して出店するフリーマーケットです。１０月４日(土)に店長会議を開き、子どもが主体となって場所

やルールを決めました。当日までに、値段を書いた POP を作ったり、袋詰めを行ったり、「営業中」の看板を

作ったりと、それぞれが計画を立てて準備をしていました。 

 当日は、開店１時間前に集まり開店準備を行い、お客さんが見やすいように並べたり、おつりを渡す係や、

袋に入れてお客さんに渡す係を決めたりするグループもありました。『さあ！開店します！』の声を聞くと、『い

らっしゃいませ～！』と大きな声でお客さんを呼び込む子、お客さんと笑顔で話 

しながらやり取りをする子や、少し恥ずかしそうにしながらも、『これは５０円に 

なります。』とお客さんとやり取りをする子がいました。また、時間が経つにつれ 

一つずつ売っていた商品を三つ合わせて売ったり、値下げをしたりと工夫をする 

グループがありました。参加した子どもたちに感想を聞くと、『商品一つずつに値 

段をつけるのが大変だったけど、売れたときはうれしかった。』『一緒にしたお友だ 

ちともっと仲良くなれたし、いろんなお客さんと話すことができていい機会になった。』『本当に楽しかっ

た！！』と目を輝かせながら、とても満足そうに話してくれました。また、子どもたちの保護者からは、『お金

のやりとりで、きちんと計算ができるのか子どもたちだけでお店をするなんて大丈夫なのか、と心配でしたが、 

             一日を通してなかなかできない貴重な体験をさせてもらうことができて良かった

です。また、子どもたちだけで立派にお店をすることができたことを嬉しく感じ

ました。』『見守ることの難しさ、いつも口出しをして子どもに任すことをしてい

なかったことに気づきました。』と感想をいただきました。１１月１５日（日）に

まとめの会をして親子ともども貴重な体験になったことが話されました。 

 

 

 

 

子どもフリーマーケット 

里親シンポジウム 

12 月 6 日里親説明会を開催しました。説明会の中
でも話されましたが、いろいろな事業をする中で、乳
幼児期の愛着形成がその子どもの人間関係、自分が親
になった時の親子関係に密接に関わってくることを
実感し、家庭の中で同じ人が子どもに関わる里親の役
割の大切さを感じています。また、家庭でしているご
く普通のこと、例えば大皿から自分の皿におかずを取
り分けたり、今日の献立を今日考えて買い物に行き作
って食べること、家族の一員として手伝いをするなど
の生活体験や、将来自分が家庭を持った時のモデルと
して家庭を体験することが、施設の子どもたちにとっ
て大切だということです。そこで、週末や長期休暇、
年末年始に施設の子どもを受け入れる、ホームステイ
事業はファミリーサポートセンター事業の延長とし
て捉えられ、構えずにできる支援ではないでしょう
か。説明会では、２人の養育里親の方が、実際に子ど
もを受け入れた体験談を話されました。家に来たばか
りの時に、部屋の隅でポツンといる子どもを見て胸が
痛んだこと、自分の存在を確かめたくて様々な問題行
動をして里親が試されたこと、たくさんのご苦労もあ
りながら、子どもが我が家に来てくれてよかった、自
分たちの喜びであり、子どもと共に自分たちも育って
いますという言葉に子どもへの想いと愛情を感じま
した。松阪市には里親家庭が１０世帯あるそうです。
そこで暮らしている子どもを見守り、その家庭を理解 
し支援することが、地域で支えることの第一歩だと思       
います。 
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子ども支援に関わる方におすすめの講座です。ま

た、支援者養成・資質向上研修に活用していただけ

ます。さらに、受け手支え手を希望される方は、必

ず受けていただく講座です。（来年度は、6月頃の予

定です） 

（講座内容）                  
・チャイルドラインとは 

・子ども支援のまちを創ろう 

チャイルドライン活動に子どもの権利条約を活かす 

・いじめと不登校 経験と活動からみえること 

・コミュニケーションの体験 

・子ども時代に立ち返るワークショップ       

・子ども虐待 

・依存症からの回復とエンパワメント    

・子どもには力がある 

～子どものエンパワメントを支えるおとなの役割～            

・思春期外来 

・子どもたちに性の問題を正しく伝えるために 

・「私」を引き受ける-「I’m ok」 
 
                 
 

 

 

●チャイルドラインＭＩＥ 
（きいてほしいな・・・） 

子どもの心を受け止める 

18 歳までの子ども専用電話 

０１２０－９９－７７７７ 
毎週 月曜日～土曜日 

午後４：００～午後９：００ 

●こどもほっとダイヤル 
（助けて！も言える） 

子どもだけが相談できる 
18 歳未満の子どものための相談電話 

０８００－２００－２５５５ 
  毎日 午後 1：００～午後 9：００ 

（１２月２９日～１月３日はお休み） 

全国で 44 都道府県７２の団体が関わっています。特定非営利活動法人松阪子どもNPO センターはチャイルドラインＭＩＥネットワークの松阪地域

実施組織としてこの事業に取り組んでいます。 

「チャイルドライン」は、子どもがかける、子ども専用電話です。（子どもとは 18歳まで） 

「チャイルドライン」はどんなことでも OK、匿名でかけられ、秘密は絶対に守られます。どんなことでも、一緒に考えます。 

 子どもは、悩みや聴いてほしいことを話し、充分聞いてもらうことができたと感じることで、自分の気持ちに気づき自己決定ができます。耳を傾け、

気持ちに寄り添い声を聴く。それが「チャイルドライン」です。 

            

 松阪地域実施組織として毎月 3～４クール７～１０時間を実施し

ています。当センターは「子どもが主体」ととらえ活動しています

が、その中でもチャイルドラインは大きな位置を占めています。従

来の電話相談のように問題の解決を目的とせず、子どもたちの気持

ちに寄り添い傾聴します。主体を大切にされ、ありのままを受容さ

れることによってエンパワメントし、自ら問題に立ち向かっていき

ます。チャイルドラインは子どもたちの心の居場所であり、権利保

障の場でもあります。私たち受け手・支え手は、常に研修を積み重

ね資質向上を目指し、子どもの声を真摯に受け止めるように努力し

ています。常に地域にチャイルドラインのボランティアを増やすこ

とで子どもの権利が保障され豊かに育つ地域をつくることにつなが

っていきます。また、こどもほっとダイヤルは三重県が設置し、三

重県内の子どもを対象にしたヘルプラインです。子どもの意志また

は専門的な対応が必要な場合は、かけてきた子どもを特定し関係機

関につなぐことができます。 

 

チャイルドラインチャリティ映画会 

日 時  2016 年 1月 22 日（金）  

      ①10:00～12:10    ②13:30～15:40    ③19:00～21:10                                                       

会 場  農業屋コミュニティ文化センター（松阪市川井町 690-1） 

参加費  大人             1000円（当日 1500円）  

子ども（小学生～18歳）    700円（当日 1000 円） 

託 児  ①の時間は託児が有ります（1 人 500 円）  

※①②の時間はママさんタイム上映です。(未就学の子どもと一緒に入場できます) 

障害者手帳を提示の方は無料にさせていただきます。 

映画は字幕付きです。 

 
「葦牙」「隣る人」「happy－しあわせを探すあなたへ」「かみさまとのやくそく」と続けてきたチャリティ映

画も 5回目となりました。 

 今回の映画は、「うまれる ずっと、いっしょ。」です。“血の繋がりがない息子に向き合う父”“最愛の妻を失

った事実に向き合う夫”“重篤な障がいを持つ子を育てる夫婦”の３家族が登場するドキュメンタリー映画です。

彼らの姿を通し、命の大切さ、生きる力、そして、その土台となる“家族の在りよう”を多くの方々に見て頂き

たいと思います。 

 1 月 24 日（日）1３時３０分からカリヨンビル市民活動センター3 階において、映画を観た人たちと一緒に

トーク会をします。 

 

 

    チャイルドライン MIE支援会員募集！ 
 

年間 3000 円の支援会費で 5 人の子どもが 15 分

間フリーダイヤル（通話料無料）で話ができます。  

 

☆支援会員          

団体：年 1口 10,000円 

個人：年 1口 1,000円（3 口以上のご協力を！） 

チャイルドラインカードは

三重県すべての小中高等学

校児童生徒に、学校を通じて

配布されています。 

チャイルドライン MIE ネットワーク松阪地域では募

金などファンドの目標を立て、様々な取り組みをして

います。ご協力いただいた募金は電話設置にかかる費

用やチャイルドラインカード代、研修、組織運営費な

どに使わせていただきます。 

１０月１８日(日)に済生会松阪総合病院にて行われ

た「健康フェスタマンモサンデー2015」や１１月３日

(火)「氏郷まつり」、１１月１４日（土）「まごころ苑文

化祭」に参加し、ファンド活動を行いました。 

多くの方に日頃の活動を知ってもらう良い機会とな

り、たくさんのご協力をいただきありがとうございま

した。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各イベントの際のスタッフや使用済みインクカートリ

ッジの仕分け、チャイルドラインのカード分けなどの

ボランティアをしていただける方も募集しています。 

『うまれる ずっと、いっしょ。』 

ファンド活動 

チャイルドラインとは 

四日市北・川越・朝日地域 

四日市中南部・菰野地域 

鈴鹿地域 

津地域 

松阪地域 

伊勢地域 

熊野地域 

チャイルドラインＭＩＥ 
県内実施組織 

 

松阪地域の活動 

～子ども支援者養成講座～ 
 


